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Ⅱ 立入点検及び食品などの検査 

１ 施設への立入点検 
 

監視計画では、業種、施設の規模、取扱品目の状況、食中毒及び違反、不良食品の発

生状況や内容などをもとに立入点検計画を策定しており、それに基づき営業施設への立
入点検を実施しました。不適事項を発見した場合は、営業者などに対して改善指導を行

い、衛生確保を図りました。なお、令和４年度は新型コロナウイルス感染症の感染状況
を鑑み、従来の立入点検に加えて、食品衛生に関するチラシの郵送などによる啓発指導

を重点的に行うとともに、施設から提供を受けた衛生管理記録や衛生管理マニュアルな
どの書類の確認による衛生点検を実施しました。 

  

【食品衛生法・食品表示法に基づく施設に対する立入点検】 

ランク 立入目標回数 対象施設数※ 立入点検実施数 

Ａ（食中毒事故発生原因施設など） 4回 34件 82件 

Ｂ（違反等発生原因施設など） 3回 18件 9件 

Ｃ（広域に大量流通する食品製造施設など） 2回 860件 402件 

Ｄ（飲食店、菓子製造業、食肉処理業など） 1回 28,027件 16,461件 

Ｅ（喫茶店、許可を要しない施設など） 実情に応じて 19,317件 5,523件 

合計 48,256件 22,477件 
 

 

【食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律に基づく立入点検】 

ランク 立入目標回数 対象施設数※ 立入点検実施数 

Ａ（生体から処理している施設） 3回 0件 － 

Ｂ（食鳥とたいから処理を年間 1万羽以上行っている施設） 2回 2件 4件 

Ｃ（食鳥とたいから処理を年間 1万羽未満行っている施設） 1回 8件 8件 

合計 10件 12件 

※ 対象施設数は、令和４年度監視計画策定時（令和４年２月）の数です。 

 

２ 食品などの検査 
 

監視計画では、市内で製造される食品や流通、販売される食品などの安全性を確認す
るための検査計画を策定しており、それに基づき、3,496検体の検査を実施しました。 

検査の結果、違反食品 19検体を発見しました。発見した違反食品は流通防止の措置な
どを行い、製造者などへ原因究明と改善指導を行いました。また、製造所や輸入者が他

都市にある場合は、施設を所管する自治体へ通報しました。 
検査結果及び発見した違反の詳細は、資料（Ｐ.20、21）をご覧ください。 

 
    
【検査検体数及び違反検体数】            【その他の検査】 

 

内容 
食品衛生法・食品表示法
による抜取検査 買取検査等 合計 

検査検体数 2,709検体 787検体 3,496検体 

違反検体数 

（違反率） 

15検体 

（0.6％） 

4検体 

（0.5％） 

19検体 

（0.5％） 

内容 
届出食品等の 

検査 
ふきとり検査 

検査検体数 2,073検体 1,177検体 
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３ 放射性物質検査による食品の安全確保 
 

市内産の野菜、中央卸売市場に流通

する魚、スーパーで販売される加工食
品などを 248 検体検査するとともに、

教育委員会と連携して小学校等で提供
される牛乳や米などを 353 検体検査し

ました。検査の結果、基準を超えたも
のはありませんでした。検査結果は速

やかにウェブページで公表しました。 
 

 

４ 食品専門監視班、市場食品衛生検査所の監視指導結果 
 

横浜市には、大規模食品工場を中心に監視指導などを行う食品専門監視班、市場内の
監視指導や食品の検査を行う市場食品衛生検査所があります。監視件数などについては

再掲になりますが、食品専門監視班及び市場食品衛生検査所が行った監視指導結果につ
いて掲載します。 

 

（１）食品専門監視班の監視指導結果 

ア 食品製造施設の衛生管理レベルの向上 

大規模食品製造施設などに立入り、施設

の自主衛生管理の推進や監視指導を行い
ました。その中でも特に HACCPに基づく衛

生管理の重点的な啓発・支援を行いました。 
 

イ 食品などの検査 

市内で製造または販売されている食品などの抜取検査等を行い、違反・不良食

品の排除及び取扱いの指導を行いました。 
また、インターネットで販売されている食品（肉、魚、菓子類など）について、

動物用医薬品やアレルゲンなどの検査を実施し、違反食品の排除に努めました。 

抜取・買取検体数 889検体 

ふきとり検体数 113検体 

食品衛生法違反検体数 0検体 

食品表示法違反検体数 12検体 

 

ウ 食品衛生に関する先行調査 
食品の衛生上の課題や安全性を確認するための先行的な調査等を行いました。

令和４年度は給食施設における生食用野菜の殺菌方法等に関する実態調査及び検
証実験を行い、啓発動画を作成し公開しました。 

 

 

  

食品 検体数 
基準値超過 
検体数 

市内産農畜水産物 76検体 0検体 

市場流通農水産物 127検体 0検体 

量販店・インターネット流通

品 

14検体 0検体 

乳児用食品 31検体 0検体 

合計 248検体 0検体 

   学校給食 353検体 0検体 

大規模食品製造施設等の施設数 375件 

立入点検実施数※ 159件 
  

その他の施設の立入点検実施数 279件 

【違反食品事例】 

・果実酒から表示にある酸化防止剤が不検出※ 
 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、 
立入点検を一部中止しました。 

※P.21の違反一覧参照 
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（２）市場食品衛生検査所の監視指導結果 

ア 中央卸売市場本場食品衛生検査所 

食品の流通拠点である中央卸売市場において、早朝の取引開始前の市場内せり

場や仲卸業者、市場内外の小売店などを対象に立入点検及び魚介類や野菜類、果
物などの抜取検査を実施しました。 

なお、南部市場物流エリアの食品取扱施設については、本場食品衛生検査所が
立入点検・抜取検査を実施しました。 

 
【立入点検】                 【抜取検査】  

対象施設数 立入点検実施数 監視による違反発見  検査検体数 違反検体数 

356件 5，866件 0件  1,798検体 0検体 

イ 食肉衛生検査所 

と畜場法に基づき、と畜場に搬入される全ての獣畜 

（牛、豚）のと畜検査を行うとともに、牛の特定部位
が除去されていること、牛海綿状脳症（BSE）が疑われる

牛がいないことを確認しました。 
また、食肉市場内仲卸施設及び市内の認定小規模食鳥

処理場を対象に監視指導、検査を実施しました。 
食肉市場の HACCP に沿った衛生管理については、と畜場の外部検証を行うとと

もに、市場関係者と連携し、衛生指導や微生物検査を行うなどの支援をしました。 

【食肉市場内監視指導及び立入点検】 

 

 

 

 

           【食肉市場内抜取等検査】 

 

     
 

 
 

 
【食鳥処理場の監視指導及び立入点検】     

 

 

 

 

 

【食鳥処理場内の食鳥肉等検査】 

 

 

 

 

  

種類 と畜検査頭数 

牛 12,813頭 

豚 148,624頭 

対象施設数 立入点検実施数（外部検証含む） 

4件 

（と畜場 1件、 市場内施設 3件） 
258件 

抜取検査 
その他の検査 

ふきとり検体数 切除検査検体数 

300検体  

（牛 144検体、豚 156検体） 

６15検体 

（食肉 540検体、器具・手指 75検体） 

110検体 

（牛 55検体、豚 55検体）  

認定小規模食鳥処理場 届出食肉販売業 

対象施設数 立入点検実施数 対象施設数 立入点検実施数 

10件 12件 1件 2件 

検査検体数※ ふきとり検体数  

20検体 55検体 

【と畜検査】 

※食鳥肉検査は、「食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律」に基づいて実施しています。 

そのため、Ｐ.20の検査の表には含まれておりません。 
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５ 食品の適正表示の推進 
 

市内の食品販売店などの立入点検では 789 件の表示
違反を発見し、改善指導や製造所などを所管する自治体

へ通報しました。 
また、食品等事業者に対し、適正な食品表示について、

窓口などでのチラシ配布や説明、相談対応を行いました。 
一方、消費者に対しては、食品表示の見方や活用方法を

周知啓発するため、区役所窓口などでチラシを配布したほか、「食品表示の間違いを見つ
けよう」というポスターを作成し、市営地下鉄の車内や新横浜駅のサイネージで掲示し

ました。 
インターネットで販売されている食品（そうざい、菓子などの加工食品）について、

製造工程でのアレルゲン混入やアレルゲン表示に不備がないかを確認するため 54 検体
の検査を行いました。検査の結果、アレルゲン表示に不備のある食品はありませんでし

た。 
栄養成分の表示値が適正であるか確認するため、市内製造所で製造された食品及び市

内量販店で販売されている食品（味噌、植物油、そば、菓子などの加工食品）20検体の
抜取検査を行いました。検査の結果、食品表示基準で定める栄養成分の許容差の範囲を

逸脱した食品を２検体発見しました。許容差を逸脱した食品は、改善指導や食品関連事
業者を所管する自治体に情報提供を行い、指導を依頼しました。 

 
【立入点検による表示違反食品一覧】 

違反詳細 食品内容 検体数 

・賞味期限、保存方法表示不備 

・製造者表示不備 など 
菓子類、弁当類 など 4検体 

・栄養成分表示の欠落及び表示不適など 菓子類、清涼飲料水、そうざい類、味噌 など 27検体 

・名称表示の欠落 

・原産地表示の欠落 
野菜・果実類 758検体 

合計 789検体 

 
【抜取検査による違反食品一覧】（栄養成分表示） 

 
 

 
 

 
 

【市営地下鉄におけるポスター掲示】 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

チラシ配布数 1,155枚 

講習会 1,786人  

相談件数 1,088件 

違反詳細 食品内容 検体数 

炭水化物について表示値の許容差の範囲を逸脱 味噌 1検体 

ナトリウムについて「0」と表記できる量を超過 そば 1検体 

合計 2検体 

掲示場所 期間 

市営地下鉄ブルーライン・グリーンライン 令和４年 12月６日から 12月 13日 

【啓発などの実施内容】 

食品表示の間違いを見つけよう 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kenko-

iryo/shoku/yokohamaWEB/hyouji/machigai.html 

横浜市 食品表示 間違い探し 

 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kenko-iryo/shoku/yokohamaWEB/hyouji/machigai.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kenko-iryo/shoku/yokohamaWEB/hyouji/machigai.html



